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は
じ
め
に

和
算
と
は
、明
治
維
新
後
に
西
洋
数
学
が
広
く
取
り
入
れ
ら
れ
た
際
に
、西
洋
数
学
を
指
す
洋
算
に
対
し
て
作
ら
れ
た
語
で
あ
る
。
通
常
は
算
術
、

算
法
、
算
学
な
ど
と
呼
ば
れ
、
独
自
の
発
展
を
遂
げ
た
江
戸
時
代
の
数
学
を
意
味
す
る
。
江
戸
時
代
に
関
孝
和
ら
に
よ
り
大
成
し
、
方
程
式
論
や
行

列
式
に
相
当
す
る
点
竄
術
、
円
周
率
や
円
の
面
積
を
扱
う
円
理
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
和
算
家
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
和
算
に
対
す
る
概
念
が
肯
定
的

に
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
男
子
だ
け
で
は
な
く
女
子
に
至
る
ま
で
、
全
国
的
に
読
み
書
き
に
加
え
算
盤
を
は
じ
め
と
し
た
和
算
の
入
門
を
学
ぶ

意
識
が
全
国
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
［
１
］。
そ
の
た
め
に
幕
末
に
は
女
子
を
含
め
そ
の
識
字
率
と
数
学
能
力
は
相
当
に
高
か
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
同
時
代
の
西
洋
数
学
と
比
べ
て
も
同
等
か
そ
れ
以
上
の
成
果
を
上
げ
て
い
た
が
、
体
系
的
な
教
授
法
が
乏
し
か
っ
た
こ
と
や
理
論

的
方
向
に
傾
き
す
ぎ
た
こ
と
も
あ
り
、
明
治
以
降
に
は
実
用
性
に
優
れ
る
西
洋
数
学
に
そ
の
地
位
を
追
わ
れ
た
。
し
か
し
、
広
く
人
々
に
数
学
的
な

考
え
方
が
根
付
い
て
い
た
た
め
、
西
洋
数
学
の
受
容
は
極
め
て
円
滑
に
行
わ
れ
た
と
い
え
る
。

さ
て
江
戸
時
代
の
後
半
に
な
る
と
、
街
道
が
整
備
さ
れ
各
地
へ
の
旅
行
が
し
や
す
く
な
っ
た
。
交
通
や
情
報
の
伝
達
が
現
代
ほ
ど
容
易
で
は
な

か
っ
た
時
代
に
お
い
て
、
各
地
を
旅
し
て
和
算
を
教
え
た
り
当
地
の
和
算
家
と
の
交
流
を
行
っ
た
り
し
た
和
算
家
が
い
た
。
そ
の
よ
う
な
者
を
遊
歴
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算
家
（
周
遊
算
家
）
と
い
う
［
２
］。

本
稿
で
は
江
戸
後
期
の
遊
歴
算
家
と
し
て
著
名
な
山
口
和
が
諸
国
を
巡
っ
た
際
の
記
録
で
あ
る
「
道
中
日
記
」
を
も
と
に
、
彼
の
八
戸
周
辺
に
お

け
る
足
跡
と
和
算
家
を
中
心
と
し
た
人
々
と
の
交
流
に
つ
い
て
述
べ
る
。

遊
歴
算
家
と
は

当
時
、
日
本
各
地
に
数
学
愛
好
家
や
数
学
塾
を
開
く
者
が
い
た
。
遊
歴
算
家
と
の
交
流
は
そ
の
よ
う
な
人
々
に
と
っ
て
江
戸
や
大
阪
な
ど
の
大
都

市
に
お
け
る
情
報
の
摂
取
と
、
最
先
端
の
学
問
に
触
れ
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
た
。
遊
歴
算
家
は
、
各
地
の
数
学
愛
好
者
や
有
力
者
の
も
と
を

訪
れ
て
滞
在
さ
せ
て
も
ら
う
代
わ
り
に
、
和
算
の
指
南
や
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
求
め
が
あ
れ
ば
弟
子
と
し
た
り
、
複
数
回
に

わ
た
り
そ
の
地
を
訪
れ
て
指
導
を
行
な
っ
た
り
し
て
い
た
。
和
算
家
同
士
が
出
会
っ
た
場
合
に
は
、
お
互
い
に
問
題
を
出
し
合
う
と
い
う
こ
と
も
行

わ
れ
て
い
た
。
出
題
か
ら
数
日
を
お
い
て
互
い
に
術
（
解
答
に
た
ど
り
着
く
ま
で
の
道
筋
）
を
示
し
合
い
、
そ
の
実
力
を
確
か
め
た
。
武
芸
に
お
け

る
道
場
破
り
の
よ
う
な
も
の
で
、
負
け
れ
ば
相
手
の
弟
子
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
諸
国
を
周
遊
し
て
地
方
の
優
秀
な
和
算
家
と
論
を
交
え

る
こ
と
で
お
互
い
に
高
め
合
う
と
い
う
効
果
も
あ
っ
た
。
概
ね
化
政
年
間
以
降
、
地
方
へ
和
算
が
普
及
し
た
背
景
に
は
、
大
都
市
に
お
け
る
文
化
の

発
展
・
大
衆
化
、
商
品
の
流
通
発
展
と
交
通
の
発
達
、
地
方
に
お
け
る
富
商
・
豪
商
の
増
加
、
寺
子
屋
を
は
じ
め
と
す
る
初
等
教
育
の
地
方
へ
の
普

及
な
ど
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
［
７
］。
代
表
的
な
遊
歴
和
算
家
と
し
て
は
、
大
島
喜
侍1

、
千
葉
胤
秀2

、
山
口
和3

、
法
道
寺
善4

、
小
松
惠
龍
（
鈍
斎5

）、

剣
持
章
行6

、
佐
久
間
鑚7

ら
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
他
に
も
多
く
の
遊
歴
算
家
が
地
方
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
は
、
奉
納
算
額
や
地
方
資
料
か
ら
明
ら

か
で
あ
る
し
、
無
名
や
狭
い
地
方
を
回
っ
て
い
た
人
々
は
、
資
料
が
散
逸
し
た
り
ど
こ
に
も
記
録
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
た
り
し
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
遊
歴
算
家
の
中
で
も
、
本
稿
で
は
山
口
和
を
取
り
上
げ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
山
口
は
旅
日
記
と
い
う
形
で
各
地
の

足
跡
と
人
々
と
の
交
流
、
各
地
で
奉
納
さ
れ
た
算
額
等
に
つ
い
て
記
し
て
お
り
、
ま
た
八
戸
に
も
立
ち
寄
っ
て
い
る
こ
と
が
日
記
か
ら
読
み
取
れ
る
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た
め
で
あ
る
。

山
口
和
に
つ
い
て

山
口
和
は
越
後
国
水
原
、
現
在
の
新
潟
県
阿
賀
野
市
に
生
ま
れ
た
（
生
年
不
明
）。
通
称
七
右
衛
門
、
の
ち
倉
八
、
坎
山
と
号
し
た
。
江
戸
に
出

て
日
下
誠
（
関
流
五
伝
）
の
門
人
、
望
月
藤
右
衛
門
に
学
び
、
そ
の
後
長
谷
川
寛
に
師
事
し
た
［
３
］。
晩
年
は
失
明
し
、
故
郷
の
水
原
に
帰
り
、

嘉
永
三
年
七
月
に
没
し
た
［
４
］。
著
書
に
「
算
法
道
行
」
ま
た
は
「
廻
國
算
法
道
行
」、「
周
遊
算
草
」、「
道
中
日
記
」
が
あ
る
。「
山
口
倉
八
（
長

谷
川
門
人
）　

山
口
氏
廻
國　

算
法
道
行
」
と
題
箋
の
あ
る
写
本
が
、「
算
法
道
行
」
文
政
四
辛
巳
年
と
あ
る
写
本
が
そ
れ
ぞ
れ
東
北
大
学
に
現
存
し

て
い
る
。
前
者
は
一
枚
目
裏
に
「
文
政
四
年
よ
り
五
年
六
年
と
廻
國
記
之
此
書
は
山
口
氏
長
谷
川
先
生
へ
國
々
よ
り
幸
便
乃
砌
差
上
候
文
言
の
寫
に

御
座
候
」
と
あ
り
、
山
口
が
長
谷
川
寛
へ
宛
て
た
書
状
の
写
を
纏
め
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
後
者
は
特
に
問
題
と
術
を
一
部
抜
粋
し
た
も
の
で
あ

る
。
周
遊
算
草
は
現
存
せ
ず
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
林
鶴
一
に
よ
る
と
「
文
化
十
三
年
一
八
一
六
ヨ
リ
文
政
四
年
一
八
二
一
ニ
至
ノ
ル
マ
デ
六
年
間

諸
國
ヲ
遊
歴
シ
テ
算
題
ヲ
編
集
ス　

コ
レ
ヲ
周
遊
算
草
ト
イ
フ
」［
５
］
と
あ
る
が
、こ
れ
は
道
中
日
記
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
指
す
と
こ
ろ
は
判
然
と
し
な
い
。
本
稿
で
は
道
中
日
記
を
扱
う
。

道
中
日
記
と
は

山
口
は
文
化
十
四
年
か
ら
文
政
年
間
に
か
け
て
全
国
を
巡
り
、
各
地
の
弟
子
の
指
導
と
和
算
家
と
の
議
論
、
各
地
の
奉
納
算
額
の
調
査
、
さ
ら
に

は
趣
味
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
俳
諧
に
縁
の
あ
る
事
績
を
尋
ね
る
な
ど
諸
国
の
風
物
を
楽
し
ん
だ
。
遊
歴
に
関
す
る
詳
細
な
記
録
は
「
道
中
日
記
」

と
題
さ
れ
て
現
存
し
て
い
る
［
６
］。
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道
中
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
遊
歴
の
記
録
は
、
そ
の
時
期
と
地
域
に
よ
り
全
六
回
に
分
か
れ
て
い
る
［
７
、８
］。

第
一
回
： 

文
化
十
四
年
四
月
九
日
江
戸
を
出
立
。
常
州
の
南
西
部
と
北
総
地
方
を
回
り
、
同
年
五
月
朔
日
に
江
戸
神
田
鍋
町
に
住
む
山
口
の
師

で
あ
る
長
谷
川
寛
宅
に
帰
着
。

第
二
回
： 
文
化
十
四
年
十
月
十
四
日
に
江
戸
を
出
立
。
常
総
か
ら
磐
城
、
仙
台
、
南
部
、
陸
奥
、
両
羽
と
東
北
地
方
を
廻
り
、
再
び
磐
城
か
ら

常
陸
を
経
て
、
翌
文
政
元
年
九
月
二
十
三
日
神
田
鍋
町
着
。
本
稿
で
は
こ
の
第
二
回
に
訪
れ
た
八
戸
に
お
け
る
足
跡
を
取
り
上
げ
る
。

第
三
回： 

文
政
三
年
七
月
二
十
二
日
江
戸
を
出
立
。
上
信
越
か
ら
北
陸
、近
畿
、四
国
、九
州
は
長
崎
、天
草
、熊
本
ま
で
巡
り
、山
陰
を
経
由
し
京
、

近
江
、
東
海
道
を
経
て
文
政
五
年
十
二
月
朔
日
江
戸
青
山
三
筋
町
の
浅
川
宅
に
着
い
た
。

第
四
回： 

文
政
六
年
二
月
五
日
に
江
戸
を
出
立
。
常
陸
か
ら
会
津
を
通
り
越
後
に
出
て
各
地
に
逗
留
。
越
年
の
後
、
信
州
、
上
州
、
野
州
を
通
り
、

そ
の
後
に
常
州
を
巡
回
、
文
政
七
年
十
月
十
九
日
江
戸
神
田
鍋
町
着
。

第
五
回： 

文
政
七
年
十
一
月
朔
日
に
江
戸
青
山
を
出
立
。
信
州
か
ら
越
後
に
出
て
そ
こ
で
越
年
。
常
陸
に
出
て
磐
城
の
南
の
方
へ
弟
子
宅
を
巡
回
、

再
び
越
後
に
戻
る
。
文
政
八
年
九
月
二
十
五
日
、
越
後
国
刈
羽
郡
へ
行
く
（
本
記
述
ま
で
。
以
降
の
記
述
な
し
）。

第
六
回
： 

文
政
十
一
年
七
月
二
十
一
日
、
越
後
国
水
原
を
出
立
。
江
戸
へ
出
て
か
ら
磐
城
地
方
の
弟
子
宅
を
巡
り
、
会
津
を
通
っ
て
同
年
十
月

五
日
暮
六
ツ
に
水
原
へ
帰
着
。

以
上
の
よ
う
に
、
第
二
回
、
第
三
回
が
日
本
の
北
か
ら
南
ま
で
を
回
る
大
旅
行
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
第
四
回
以
降
は
そ
れ
ま
で
に
各
地
で
入

門
し
た
弟
子
宅
を
回
り
、
指
導
と
交
流
を
深
め
て
い
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

現
在
、
道
中
日
記
は
原
本
と
写
本
一
部
（
全
六
冊
）
の
み
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
原
本
［
６
］
は
、
新
潟
県
北
蒲
原
郡
旧
水
原
町
の
水
原
町
立
博

物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
市
町
村
合
併
に
伴
い
旧
水
原
町
が
阿
賀
野
市
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
新
潟
県
阿
賀
野
市
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史

資
料
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
原
本
は
経
年
劣
化
が
激
し
い
た
め
、
本
研
究
に
お
い
て
は
日
本
学
士
院
所
蔵
の
写
本
［
９
、
10
］
を
用
い
た
。
本

写
本
は
阿
部
克
治
が
原
本
に
忠
実
に
写
し
た
も
の
で
、
そ
の
奥
付
に
は
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歴
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山
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「
新
潟
縣
北
蒲
原
郡
水
原
町
外
城
ノ
人
故
山
口
倉
八
字
ハ
和カ

ツ

坎
山
ト
號
ス

同
氏
手
記
ノ
旅
行
日
誌
ヲ
謄
寫
ス
本
旅
行
日
記
中
文
字
ノ
誤
謬
若
ク
ハ
落
字
等
往
々

認
ム
ル
ト
雖
モ
命
ニ
從
ヒ
原
本
原
字
ノ
形
体
ニ
倣
ヒ
書
寫
ス
焉

北
越
水
原
町
河
童
河
畔
寓

咬
菜
菴
鐵
人

安
部
克
治
識
（
印
）」

と
あ
る
。
な
お
、
本
写
本
を
作
成
し
た
安
部
克
治
に
つ
い
て
は
詳
で
は
な
い
。

道
中
日
記
巻
末
に
は
「
算
学
門
人
控
」
と
「
算
者
控
」
と
し
て
山
口
と
関
わ
り
の
あ
っ
た
和
算
家
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
算
学
門
人
控
に
は
、
山

口
が
遊
歴
を
通
じ
て
門
人
と
し
た
者
百
二
十
六
人
の
氏
名
と
在
所
が
記
さ
れ
て
お
り
、
八
戸
に
関
連
す
る
人
物
と
し
て
は
「
奥
州
五
戸
郡
市
川
村　

南
部　

吉
田
幸
吉
」［
９
］
の
名
が
あ
る
。
算
者
控
に
は
山
口
と
関
わ
り
の
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
諸
国
の
和
算
家
二
百
十
四
名
（
う
ち
渡
人
と
し
て

在
所
の
み
で
氏
名
の
な
い
者
が
三
人
）
の
流
派
、
氏
名
、
在
所
が
記
さ
れ
て
い
る
。
頭
書
に
て
記
さ
れ
て
い
る
流
派
は
、
最
上
流
、
関
流
、
算
者
、

天
文
方
、
神
道
天
文
、
算
師
、
暦
師
、
江
戸
算
学
師
で
あ
る
。
八
戸
に
関
連
の
あ
る
人
物
は
、「
南
部
八
戸
御
藩
中　

中
里
保
太
夫
」、「
南
部
八
戸

御
藩
中
隠
居
五
戸
郡
北
市
川
村
住　

宮
川
喜
右
衛
門
」［
９
］
の
二
名
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

道
中
日
記
（
文
化
十
五
年
四
月
十
九
日
か
ら
五
月
一
日
）［
９
］

十
九
日
森
岡
出
立
に
て
同
郡
（
岩
手
郡
：
著
者
注
）
艸
下
田
村
清
右
衛
門
方
に
て
泊
る
。
二
十
日
廿
一
日
廿
二
日
出
立
一
ノ
戸
本
陣
彌
惣
次
方

に
泊
る
（
此
所
よ
り
少
し
北
福
岡
迄
の
間
に
峠
あ
り
其
の
上
に
波
打
坂
末
の
松
山
と
云
ふ
あ
り
）。
廿
三
日
八
ノ
戸
郡
青
作
り
村
（
但
し
福
岡
よ
り

三
里
程
北
三
ノ
戸
の
南
よ
り
八
戸
へ
入
る
道
あ
り
）
甚
之
助
方
に
泊
る
。
廿
四
日
八
ノ
戸
藩
中
里
保
太
夫
方
へ
行
五
戸
郡
漬
市
川
村
吉
田
源
右
衛
門



研
究
ノ
ー
ト
　
遊
歴
算
家
「
山
口
和
」
と
八
戸

七
六

方
に
泊
る
（
但
し
小
山
田
氏
よ
り
中
里
氏
田
名
部
大
畑
町
小
山
田
同
人
森
田
屋
五
兵
衛
方
手
紙
二
通
添
る
）。
吉
田
源
右
衛
門
倅
同
光
吉
算
術
熱
心

に
て
八
戸
藩
隠
居
當
時
北
市
川
住
宮
川
喜
右
衛
門
よ
り
學
ぶ
宮
川
北
夷
と
い
ふ
（
廿
五
日
吉
田
氏
方
宮
川
氏
来
る
初
て
會
）。
廿
七
日
出
立
（
宮
川

氏
よ
り
百
石
村
傳
右
衛
門
方
手
紙
添
る
傳
右
衛
門
よ
り
相
坂
村
丸
屋
又
古
方
へ
手
紙
添
る
）。
廿
八
日
夜
七
戸
郡
三
本
木
村
名
主
彌
五
助
方
に
泊
る
。

廿
九
日
七
戸
通
り
抜
け
野
邊
地
通
り
（
旦
し
七
戸
よ
り
野
邊
地
へ
の
間
に
坪
村
あ
り
此
村
よ
り
肆
里
程
北
山
の
中
に
宮
あ
り
此
宮
の
下
土
中
に
坪
の

い
し
ぶ
み
あ
り
と
い
ふ
仙
臺
に
あ
る
は
多
賀
城
の
碑
な
り
と
い
ふ
又
宮
の
椽
の
下
廻
り
板
を
は
り
て
あ
り
此
石
ぶ
み
あ
る
故
に
か
こ
へ
の
た
め
に
て

如
此
と
い
ふ
な
り
）
北
の
郡
有
度
村
辰
之
助
方
に
泊
る
。
晦
日
同
郡
田
名
部
元
町
木
屋
善
兵
衛
方
に
泊
る
。
五
月
一
日
同
此
所
は
松
前
氣
屋
也
是
れ

よ
り
通
路
み
な
と
也
。

読
み
や
す
さ
の
た
め
句
点
を
附
し
、
ま
た
、
本
文
中
送
り
仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
片
仮
名
は
平
仮
名
と
し
た
。
ま
た
、
本
文
と
区
別
す
る

た
め
に
、
割
書
を
（　

）
内
に
記
し
た
。

道
中
日
記
に
現
れ
る
八
戸
と
人
々

道
中
日
記
に
よ
る
と
、
山
口
は
次
の
よ
う
な
経
路
を
通
り
盛
岡
の
北
に
あ
る
下
田
村
よ
り
下
北
半
島
の
田
名
部
ま
で
北
上
し
て
い
る
。
下
田
村
か

ら
一
戸
は
奥
州
街
道
、
福
岡
を
通
り
八
戸
街
道
（
登
り
街
道
）
を
使
っ
て
八
戸
に
至
る
。
八
戸
か
ら
市
川
村
を
通
り
再
び
奥
州
街
道
へ
戻
り
、
清
川

村
、
三
本
木
、
七
戸
、
野
辺
地
に
至
る
。
野
辺
地
か
ら
は
田
名
部
街
道
を
通
り
、
有
度
村
を
過
ぎ
田
辺
へ
と
辿
り
着
い
た
。
な
お
、
本
節
の
地
名
表

記
は
旧
高
旧
領
取
調
帳
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
［
11
］、
日
本
歴
史
地
名
大
系
［
12
］、
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
［
13
］
に
拠
っ
た
。

山
口
は
文
化
十
五
年
四
月
十
九
日
に
岩
手
郡
下
田
村
に
到
着
し
、同
月
二
十
二
日
に
出
立
し
、一
戸
本
陣
に
到
着
し
た
。
下
田
村（
現
盛
岡
市
市
川
）

は
盛
岡
藩
領
沼
宮
内
通
に
属
す
村
で
、
北
上
川
と
松
川
の
合
流
地
点
西
側
に
広
が
り
、
北
に
奥
州
街
道
渋
民
宿
と
接
す
る
。
西
側
に
は
鹿
角
街
道
が
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通
る
が
、
次
の
宿
泊
地
が
一
戸
で
あ
る
こ
と
か
ら
鹿
角
街
道
を
通
り
浄
法
寺
か
ら
浄
法
寺
街
道
を
逸
れ
て
月
館
を
通
り
一
戸
に
向
か
う
迂
回
路
は
使

わ
な
か
っ
た
と
判
断
し
た
。
な
お
、
渋
民
宿
は
盛
岡
城
下
奥
州
街
道
盛
岡
宿
の
次
の
宿
場
町
で
あ
り
、
山
口
は
宿
場
町
を
避
け
て
足
を
休
め
た
こ
と

が
わ
か
る
。
一
戸
村
（
現
二
戸
郡
一
戸
町
）
は
二
戸
郡
の
う
ち
、
盛
岡
藩
領
福
岡
通
に
属
す
る
。
地
内
一
戸
町
は
渋
民
宿
、
沼
宮
内
宿
に
次
ぐ
奥
州

街
道
の
宿
場
で
あ
り
、
渋
民
宿
か
ら
は
八
里
八
町
の
道
の
り
で
あ
っ
た
。

翌
二
十
三
日
に
は
泥
障
作
村
に
泊
ま
り
、
翌
二
十
四
日
に
五
戸
郡
市
川
村
に
着
。
泥
障
作
村
（
現
八
戸
市
南
郷
区
泥
障
作
）
は
三
戸
郡
の
う
ち
、

八
戸
城
下
の
南
西
、
頃
巻
沢
川
の
左
岸
沿
い
の
丘
陵
地
に
位
置
す
る
。
は
じ
め
盛
岡
藩
領
で
あ
っ
た
が
寛
文
四
年
［
12
］（
寛
文
五
年
［
13
］）
の
八

戸
藩
創
設
と
と
も
に
八
戸
藩
領
と
な
る
。
道
中
日
記
中
に
、「
福
岡
よ
り
三
里
程
北
三
ノ
戸
の
南
よ
り
八
戸
へ
入
る
道
あ
り
」
と
あ
る
の
は
八
戸
街

道
（
登
り
街
道
）
の
こ
と
を
指
す
。
市
川
村
は
上
市
川
村
（
現
三
戸
郡
五
戸
町
上
市
川
）
と
下
市
川
村
（
現
八
戸
市
市
川
町
）
が
あ
り
、
南
部
家
文

書
に
は
両
村
と
も
市
川
と
表
記
さ
れ
る
例
が
多
い
。
そ
の
場
合
に
は
、
単
に
上
市
川
村
を
指
す
場
合
と
、
両
村
を
合
わ
せ
て
市
川
村
と
し
て
い
る
場

合
が
あ
る
と
さ
れ
る
［
13
］。
両
村
と
も
三
戸
郡
の
う
ち
、
盛
岡
藩
領
五
戸
通
に
属
す
る
。
五
戸
川
（
市
川
と
も
）
の
下
流
域
に
属
し
、
五
戸
村
の

北
東
に
位
置
す
る
。
五
戸
川
の
上
流
側
を
上
市
川
村
、
下
流
川
が
下
市
川
村
と
称
す
る
。
下
市
川
村
の
北
端
は
奥
入
瀬
川
が
東
流
し
、
東
側
は
太
平

洋
に
面
す
る
。
山
口
が
宿
泊
し
た
村
を
北
市
川
村
と
す
る
資
料
［
８
］
も
存
在
す
る
。
北
市
川
は
上
市
川
村
の
集
落
の
名
と
見
え
る
も
の
の
、
吉
田

源
右
衛
門
資
料
か
ら
も
道
中
日
記
か
ら
も
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
八
戸
城
下
か
ら
近
い
の
は
下
市
川
村
だ
が
、
奥
州
街
道
に
は
上
市
川
村
の

方
が
近
い
。
そ
の
為
、
本
稿
で
は
山
口
が
宿
泊
し
た
場
所
は
上
・
下
市
川
村
の
ど
ち
ら
か
と
い
う
こ
と
に
と
ど
め
る
。

二
十
七
日
ま
で
吉
田
源
右
衛
門
方
に
逗
留
し
、
二
十
八
日
夜
に
七
戸
郡
三
本
木
村
着
。
三
本
木
村
（
現
十
和
田
市
三
本
木
）
は
北
郡
の
う
ち
、
盛

岡
藩
領
七
戸
通
り
に
属
す
る
。
奥
入
瀬
川
（
相
坂
川
と
も
）
の
北
岸
に
位
置
し
、奥
州
街
道
が
貫
い
て
お
り
藤
島
宿
の
北
、七
戸
宿
の
南
に
位
置
す
る
。

二
十
九
日
に
は
七
戸
、
野
辺
地
を
通
り
北
の
郡
有
度
村
に
滞
在
。
晦
日
に
は
同
郡
田
名
部
に
辿
り
着
い
て
い
る
。
七
戸
（
現
上
北
郡
七
戸
町
）
は

北
郡
の
う
ち
、
盛
岡
藩
領
七
戸
通
に
属
す
る
。
奥
州
街
道
の
宿
駅
で
も
あ
る
た
め
多
く
の
商
店
や
旅
籠
な
ど
が
あ
り
三
斎
市
も
開
か
れ
る
な
ど
発
展

を
し
た
。
は
じ
め
大
塚
屋
が
出
て
豪
商
と
し
て
名
を
馳
せ
た
が
、
天
保
の
七
年
飢
饉
や
七
代
目
盛
田
杢
の
放
蕩
等
に
よ
り
家
勢
が
衰
え
、
次
い
で
船
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木
屋
が
随
一
の
豪
商
と
な
っ
た
。
最
盛
期
の
船
木
屋
は
廻
船
業
者
と
し
て
名
を
馳
せ
、
野
辺
地
に
三
隻
の
持
ち
船
と
三
隻
の
傭
船
、
合
計
六
隻
の
千

石
船
を
繋
ぎ
大
坂
と
の
交
易
を
行
な
っ
て
い
た
。
野
辺
地
（
現
上
北
郡
野
辺
地
町
）
は
北
郡
の
う
ち
、
盛
岡
藩
領
野
辺
地
通
に
属
す
る
。
野
辺
地
湊

を
交
易
港
と
し
て
日
本
海
海
運
・
北
前
船
の
要
衝
と
し
て
発
展
し
た
。
天
保
六
年
盛
岡
藩
御
国
中
分
限
番
附
で
は
関
脇
に
野
辺
地
の
野
村
治
三
郎
が
、

前
頭
筆
頭
に
同
所
の
西
堀
善
兵
衛
が
記
さ
れ
る
［
14
］
な
ど
、
盛
岡
藩
中
で
も
特
に
富
商
が
多
か
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
な
お
、
大
塚
屋
の
盛
田
喜

平
治
（
盛
喜
）
は
前
頭
八
枚
目
の
市
に
あ
り
、
七
戸
中
最
大
の
商
人
と
し
て
面
目
を
保
っ
て
い
る
。
有
戸
村
（
現
上
北
郡
野
辺
地
町
有
戸
）
は
北
郡

の
う
ち
、盛
岡
藩
領
野
辺
地
通
に
属
す
る
。
野
辺
地
か
ら
田
名
部
を
結
ぶ
田
名
部
街
道
筋
の
宿
駅
が
あ
り
、野
辺
地
の
次
、横
浜
の
手
前
に
位
置
す
る
。

田
名
部
（
現
む
つ
市
田
名
部
町
）
は
北
郡
の
う
ち
、
盛
岡
藩
領
田
名
部
通
に
属
し
、
田
名
部
町
と
も
称
さ
れ
る
。
江
戸
後
期
に
は
北
方
警
備
の
強
化

に
伴
い
、
七
戸
代
官
、
三
戸
代
官
と
と
も
に
田
名
部
代
官
が
重
要
視
さ
れ
た
。
古
く
か
ら
下
北
の
物
資
の
集
積
地
と
し
て
経
済
的
に
も
地
域
の
中
心

地
と
し
て
栄
え
た
。
特
に
港
が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
廻
船
問
屋
が
許
さ
れ
、田
名
部
商
人
の
名
は
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。
享
和
二
年
の
「
廻
船
文
書
」

に
あ
る
八
名
の
廻
船
問
屋
の
中
に
、
山
口
が
田
名
部
で
滞
在
し
た
と
み
ら
れ
る
木
屋
の
名
が
見
え
る
（
木
屋
善
三
）。
図
1
、
2
に
、
山
口
の
足
跡

を
示
す
。
道
中
日
記
の
記
述
に
よ
り
、
山
口
が
辿
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
道
筋
を
赤
線
で
記
し
、
言
及
の
あ
る
地
名
の
う
ち
要
所
を
赤
線
で
囲
っ
た
。
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・
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田
源
右
衛
門

青
森
県
史
［
15
］
に
よ
る
と
、「
八
戸
城
下
に
お
い
て
酒
造
を
希
望
す
る
者
は
藩
の
許
可
を
得
て
、
酒
箒
（
酒
株
）
を
取
得
し
、
そ
れ
ぞ
れ
上
箒
・

中
箒
・
下
箒
・
休
箒
（
休
業
）
に
応
じ
て
御
礼
金
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。No.300

「
五　

箒
上
中
下
被
仰
付
之
事
」
に
よ
る
と
、
享
保

十
一
年
（
一
七
二
六
）、
城
下
に
お
け
る
酒
造
は
三
十
七
軒
、
上
・
中
・
下
・
休
箒
の
合
計
は
三
十
四
本
で
あ
っ
た
。

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
は
、
箒
一
本
八
石
仕
込
み
で
、
上
箒
が
大
塚
屋
村
井
市
兵
衛
（
四
十
本
）・
美
濃
屋
金
子
宗
七
郎
（
四
十
本
）、
中
箒

が
近
江
屋
市
太
郎・西
町
屋
石
橋
文
蔵
（
三
十
五
本
）・大
丸
屋
石
橋
善
兵
衛
（
三
十
五
本
）・種
屋
伝
右
衛
門
（
三
十
本
）・河
内
屋
橋
本
八
郎
兵
衛
（
十

本
）・
湊
村
吉
田
源
右
衛
門
、
下
箒
は
城
下
以
外
の
村
方
住
居
者
で
あ
っ
た
（「
勘
定
所
日
記
」
同
年
十
一
月
十
九
日
条
）。
こ
れ
ら
城
下
の
表
通
り

に
店
を
構
え
た
大
規
模
商
人
は
そ
の
資
本
力
を
背
景
に
酒
造
設
備
や
技
術
者
を
揃
え
、
領
内
に
お
け
る
上
・
中
級
ク
ラ
ス
の
酒
造
を
ほ
ぼ
独
占
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。」
と
あ
り
、
吉
田
源
右
衛
門
は
湊
村
の
造
酒
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
引
用
元
で
あ
る
、
勘
定
所
日
記
［
16
］
嘉
永
二
年
十
一
月
十
九
日
の
項
に
は
「
十
一
月
十
九
日　

源
エ
衛
門　

彦
兵
衛　

年

（
中
略
）

一　

造
酒
屋
共
仕
込
願
出
添
証
文
差
出
之
左
之
通　

（
中
略
）

一　

下
酒
屋
弐
拾
本　

湊
村
仁
兵
衛

一　

同
拾
五
本　

同
村
甚
兵
衛 （
後
略
）」

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
湊
村
の
酒
造
家
と
し
て
吉
田
源
右
衛
門
の
存
在
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
湊
村
に
つ
い
て
も
旧
高
旧
領
取
調
帳

［
11
］
に
記
述
は
な
い
。
陸
奥
国
で
湊
字
が
つ
く
村
は
津
軽
郡
湊
村
（
現
五
所
川
原
市
）、
同
郡
小
湊
村
（
現
東
津
軽
郡
平
内
町
）、
北
郡
大
湊
村
（
現

む
つ
市
）
の
三
村
が
あ
る
が
、
八
戸
か
ら
は
離
れ
す
ぎ
て
い
る
た
め
、
本
書
の
湊
村
は
こ
れ
ら
三
村
の
い
づ
れ
で
も
な
い
。
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八
二

・
吉
田
幸
吉

吉
田
源
右
衛
門
の
子
。
門
人
控
で
は
「
幸
吉
」
と
あ
り
、
日
記
に
は
「
光
吉
」
と
あ
る
が
同
一
人
物
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

・
宮
川
喜
右
衛
門

八
戸
藩
士
系
譜
書
上
［
17
］
に
よ
る
と
、
本
書
に
お
け
る
宮
川
喜
右
衛
門
は
五
代
目
で
あ
る
。

八
戸
藩
士
系
譜
書
上
に
よ
る
と
、
そ
の
事
績
は
以
下
の
通
り
。

「
五
代
目　

宮
川
喜
右
衛
門　

初　

八
十
吉　

不
知
実
名

　

金
五
両
壱
人
御
扶
持　

一　

天
明
四
年
辰
八
月
廿
九
日　

家
督
無
相
違
被
仰
付

一　

同
年
九
月
朔
日　

子
供
役
へ
出
勤
被
仰
付

一　

同
六
年
三
月
廿
八
日　

御
勘
定
所
御
雇
勤
被
仰
付

一　

寛
政
二
年
十
一
月
九
日　

御
金
持
勤
番
登
被
仰
付

一　

同
三
年
正
月
十
一
日　

御
台
所
奉
行
被
仰
付

一　

同
年
八
月
十
二
日　

下
着

一　

同
年
閏
十
一
月
十
九
日　

立
帰
登
被
仰
付

一　

同
七
年
三
月
七
日　

下
着

一　

同
年
同
月
九
日　

御
吟
味
添
役
被
仰
付

当
御
代

一　

同
十
年
正
月
十
一
日　

御
供
登
被
仰
付

一　

同
十
一
年
正
月
十
一
日　

御
供
下
被
仰
付
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八
三

一　

同
十
二
年
正
月
十
一
日　

舫
御
帳
方
被
仰
付

一　

享
和
三
年
正
月
十
一
日　

願
之
通
舫
御
帳
方
御
免

一　

文
化
二
年　

御
勘
定
所
御
雇
勤
被
仰
付
御
吟
味
添
役
是
迄
之
通
被
仰
付

一　

同
四
年
三
月
十
日
番
台
願
之
通
被
仰
付
」（
記
述
を
統
一
す
る
為
一
部
表
記
を
改
め
た
。
ま
た
、「
当
御
代
」
は
八
代
目
藩
主
信
真
を
指
す
。）

こ
の
後
、
文
化
四
年
三
月
十
日
に
六
代
目
宮
川
要
助
に
家
督
を
譲
っ
て
い
る
［
17
］。
上
記
よ
り
、
山
口
和
が
会
っ
た
の
北
夷
宮
川
喜
右
衛
門
は

五
代
目
宮
川
喜
右
衛
門
を
指
し
て
い
る
と
考
え
て
良
い
。

・
中
里
保
太
夫

中
里
安
太
夫
［
17
、
18
］
と
も
。
八
戸
藩
士
系
譜
書
上
［
17
］
に
は 

「
金
六
両
弐
人
扶
持

一　

同
四
卯
年
正
月
十
一
日　

亡
父
名
跡
無
相
違
被
仰
付

一　

同
十
二
日　

御
勘
定
所
御
雇
勤
是
迄
之
通
被
仰
付

一　

同
月
十
五
日　

勤
番
登
被
仰
付

一　

同
廿
九
日　

爰
元
出
立

一　

同
二
月　

上
着

一　

同
月
十
八
日　

御
台
所
奉
行
被
仰
付

一　

同
五
辰
年
正
月　

右
御
役
首
尾
好
御
免

一　

同
二
月　

下
着

一　

同
年
九
月　

退
役
願
御
指
留

一　

同
月　

石
巻
詰
被
仰
付
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八
四

一　

同
六
巳
年
五
月　

引
取

一　

同
七
午
年
二
月　

開
発
掛
被
仰
付
」
と
あ
る
。
上
記
「
同
四
卯
年
」
は
文
化
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。
中
里
保
太
夫
の
父
親
が
、
中
里
文
七

で
あ
り
真
法
賢
流
の
和
算
家
で
あ
っ
た
。
八
戸
藩
士
系
譜
書
上
［
17
］
に
よ
る
と
、
文
七
は
部
屋
住
の
際
に
算
者
と
し
て
登
用
さ
れ
道
路
整
備
や
河

川
工
事
の
検
知
役
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
跡
目
相
続
の
後
に
は
、
勘
定
所
に
勤
め
な
が
ら
検
知
役
を
務
め
、
算
術
師
範
に
も
任
じ
ら
れ
る
な
ど

特
に
和
算
に
通
じ
て
い
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
八
戸
藩
に
お
け
る
藝
事
の
系
統
と
由
来
に
つ
い
て
書
か
れ
た
藝
事
系
統
書
也
［
19
］（
寛
政
五
年
）

に
お
い
て
、
真
法
賢
流
と
し
て
和
算
の
項
を
述
べ
て
い
る
：

「
真
法
賢
流
流
算
術
先
師
由
来
書
上　

流
儀　

流
祖　

真
法
賢
恵
賢　

右
法
光
寺
弟
子
ニ
而
出
家
仕
候
由
、
生
国
三
戸
郡
之
内
田
子
村
之
由
申
伝

御
座
候
、
算
術
心
掛
、
江
戸
表
江
罷
登
稽
古
仕
、
罷
下
師
範
仕
候
、
奥
寺
茂
右
衛
門
満
貞　

山
本
万
右
衛
門
久
富　

右
両
人
皆
伝
、　

万
右
衛
門
弟

子　

正
部
家
作
右
衛
門
種
泰　

安
永
四
未
年
作
右
衛
門
よ
り
流
儀
附
属
仕
候
、
右
之
通
御
座
候
、　

六
月　

中
里
文
七
」

と
あ
り
、
開
祖
真
法
恵
賢
の
弟
子
の
山
本
万
右
衛
門
久
富
、
そ
の
弟
子
で
あ
る
正
部
家
作
右
衛
門
種
泰
か
ら
許
さ
れ
安
永
四
未
年
に
流
儀
に
名
を

連
ね
て
い
る
。
つ
ま
り
、
文
七
は
真
法
恵
賢
の
曾
孫
弟
子
に
あ
た
る
。

奥
寺
茂
右
衛
門
満
貞
に
つ
い
て
は
、
土
屋
・
今
井
［
20
］
を
参
照
さ
れ
た
い
。
八
戸
藩
士
系
譜
書
上
［
17
］
の
中
に
は
享
和
二
年
十
月
に
文
七
が

江
戸
へ
出
立
し
た
と
あ
る
が
、
人
づ
く
り
風
土
記
［
21
］
に
よ
れ
ば
保
太
夫
も
同
年
に
和
算
の
た
め
に
江
戸
へ
出
立
し
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
父
に
同

行
し
た
可
能
性
が
あ
り
、
和
算
に
つ
い
て
の
素
養
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

終
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
文
化
年
間
に
お
け
る
八
戸
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る
和
算
家
と
そ
の
状
況
を
見
た
。
特
に
、
山
口
和
の
道
中
日
記
の
記

述
を
も
と
に
そ
の
経
路
を
同
定
し
、
八
戸
と
そ
の
周
辺
に
お
い
て
交
流
が
あ
っ
た
人
々
の
経
歴
と
和
算
に
つ
い
て
資
料
を
も
と
に
調
査
を
行
っ
た
。
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八
五

江
戸
中
期
の
八
戸
に
は
、
真
法
惠
賢
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
卓
越
し
た
和
算
家
が
い
た
。
し
か
し
、
真
法
惠
賢
が
没
し
て
後
は
恵
賢
流
（
真
法
賢
流
）

と
し
て
そ
の
学
脈
を
つ
い
だ
が
大
き
な
発
展
は
な
く
、
算
学
書
に
つ
い
て
は
真
法
恵
賢
存
命
中
に
著
さ
れ
た
真
法
弟
算
記
と
諸
國
神
社
佛
閣
掛
所
算

術
を
見
る
の
み
で
、
算
額
に
つ
い
て
も
記
録
上
は
真
法
弟
算
記
に
記
さ
れ
て
い
る
五
枚
を
見
る
の
み
で
あ
る
。
実
際
、
山
口
は
高
名
な
和
算
家
と
議

論
し
た
場
合
や
見
る
べ
き
算
額
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、道
中
日
記
に
お
い
て
議
論
の
内
容
、算
額
の
問
題
や
術
に
つ
い
て
書
き
残
し
て
い
る
。一
方
で
、

こ
れ
ま
で
に
見
た
よ
う
に
、
八
戸
及
び
そ
の
周
辺
地
域
に
お
い
て
は
中
里
保
太
夫
ら
と
交
流
が
あ
り
、
ま
た
吉
田
光
吉
を
弟
子
に
取
っ
た
よ
う
で
あ

る
が
、
算
学
に
つ
い
て
の
問
答
が
あ
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
ま
た
当
時
は
現
存
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
算
額
に
つ
い
て
も
見
た
様
子
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
山
口
の
目
に
は
見
る
べ
き
も
の
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
八
戸
に
於
け
る
和

算
の
状
況
は
神
山
由
助
が
出
る
に
及
ん
で
そ
の
面
目
を
新
た
に
す
る
。
神
山
は
文
政
十
三
年
に
八
戸
藩
に
召
さ
れ
、
数
学
師
範
と
し
て
仕
え
た
。
神

山
は
、
安
藤
昌
益
の
弟
子
の
神
山
仙
庵
を
祖
父
に
持
ち
、
医
者
の
家
な
が
ら
も
和
算
家
に
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
関
流
の
算
術
に
通
じ
て
い
た
の
み

な
ら
ず
測
量
術
に
も
優
れ
、
多
く
の
著
作
を
残
し
弟
子
を
育
て
た
。
真
法
賢
流
算
術
の
免
許
皆
伝
書
で
あ
る
「
関
流
算
数
好
一
術
」
に
は
、
真
法
恵

賢
を
始
め
と
し
て
、
奥
寺
茂
右
衛
門
満
貞
、
山
本
万
右
衛
門
久
富
、
正
部
家
作
右
衛
門
種
泰
な
ど
の
高
弟
の
名
前
が
並
ん
で
お
り
、
そ
の
最
後
に
神

山
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
幕
末
期
に
お
け
る
八
戸
藩
の
算
学
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
神
山
の
業
績
を
中
心
に
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。
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注１　
？
︱
享
保
十
八
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（
一
七
三
三
）［
４
］

２　

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
︱
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）［
４
］

３　

？
︱
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）［
４
］

４　

文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
︱
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）［
４
］

５　

寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
︱
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）［
４
］

６　

寛
政
二
年
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七
九
〇
）
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明
治
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一
八
七
一
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４
］

７　

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
︱
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４
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